
令和４年度第３回庄内警察署協議会の開催

日 時 令和４年12月８日(木)午後１時45分から午後３時までの間

場 所 庄内警察署大会議室

協議会委員：会長以下４名
出 席 者

警 察 署 員：署長以下６名

議 題 警察活動に関する意見・要望について

【協議内容等】

委員からの意見等 警察署の回答

安全運転相談窓口について教えてほし 総合交通安全センターと各警察署に安
い。 全運転相談窓口を開設しており、運転免

許の更新等に関する相談、運転に不安を
持っている方やその家族等からの相談を
受け付けています。

環状交差点の目的、通行時の注意点、 環状交差点は、交差点における重大交
一般ドライバーの認知度について教えて 通事故の抑止、スムーズな交通流の確保
ほしい。 等を目的としています。
また、車道外側線の中にある青色の記 環状交差点を通行する時は、あらかじ

号の意味も教えてほしい。 めその前から道路の左側端に寄り、環状
交差点の側端に沿って右回りに徐行しな
ければなりません。
また、環状交差点内にある青色の矢印

表示は、自転車が通行すべき部分を明示
している道路表示ですので、自転車や横
断歩行者等にも注意して通行する必要が
あります。
運用開始に際しては、ドライバーや住

民等に対して、自治体や県警のホームペ
ージ掲載、広報チラシの全戸配布、説明
会の開催等を通じて周知を図っています。

着雪で見えにくくなっている信号機を、 信号機は、経過年数に応じて順次ＬＥ
安全に通行ができるように改善してほし Ｄ式信号機への更新が進められており、
い。 ＬＥＤ式信号機の中には着雪防止用の熱

線が入っているものがあります。
管内には、まだ熱線が入っていないＬ

ＥＤ式信号機がありますが、その一部に
は着雪防止フードを取り付けています。
現状の安全対策としては、主要な幹線

道路を中心とした信号機のこまめな除雪、
道路管理者等と連携した除雪や融雪剤の



散布等を進めていきます。

横断歩道での歩行者優先について、ド 当署では、老人クラブ連合会加入の高
ライバーはもちろん、歩行者に対しても 齢者に対する交通安全教室、小中学生に
横断の意思表示をするなど、安全への周 対する自転車教室、高等学校の生徒との
知を強化すべきである。 共同による交通安全啓発活動、安管加盟

事業所の社員に対する交通安全講話等を
通じて、「交通安全ありがとう運動」の実
践を呼び掛けています。
具体的には、横断歩道で手を上げて意

思表示をし、止まってくれた車にお辞儀
などで挨拶をするものです。
また、道路横断中も安全確認をするこ

とについても指導を行っていますが、横
断歩道上での交通事故や児童の飛び出し
による接触事故等が発生していますので、
歩行者等に対する更なる注意喚起が必要
と考えています。
道路横断時の意思表示に加えて、安全

確認の徹底や交通ルールの遵守等の指導
を強化し、横断者の交通事故抑止に努め
ていきます。

横断歩道に設置してあるポールの効果 横断歩道に設置されている赤色灯付き
はあるのか、改善が必要だと思う。 のポールは、平成21年当時、横断歩道を

横断中の歩行者がはねられる交通事故が
多発していたことから、横断者の存在を
運転者に知らせるため、ＪＡ共済等の協
力で設置されたものです。
歩行者が横断歩道に立つと人感センサ

ーで赤色灯が点灯する仕組みですが、安
全対策の改善については、警察本部や道
路管理者等と連携して進めていきます。

近年、庄内町では外国人登録者が増加 ○ 当署では、外国人を雇用している受
傾向にあり、その国籍も多様であるので、 入企業の管理者等から外国人の居住状
○警察と地域との情報共有 況等について情報共有をいただいてい
○外国語通訳の支援体制 るほか、要望に応じて、防災、防犯交

について教えてほしい。 通マナーに関する講話を行っています。
また、各自治体、自治会、学校等の

関係機関とも幅広く情報共有を図ると
ともに、外国人が安心して暮らすこと
のできるように連携して対応するよう
努めています。

○ 外国語通訳の支援体制について、
●警察部内の語学研修等を通じて
育成した「指定通訳員」
●指定通訳員が確保できない場合
に協力を求める「民間通訳人」

を要請し、直接面接しての聴取や電話



聴取などで対応しています。
中国語、英語、韓国語、ベトナム語

等主要な言語に対応可能です。

【その他】
警察業務理解のため、警察本部刑事部鑑識課の警察犬担当者を講師に迎え、直轄警察犬

の普段の訓練状況や臭気選別訓練について視察を行いました。


